
 

 

「（仮称）富士見市みんなで取り組む食育推進条例（案）」に対する 

意見募集の結果について 

 平成２７年２月４日 

健康増進センター   

 

富士見市は、「（仮称）富士見市みんなで取り組む食育推進条例（案）」に対する意見の

募集を、平成２６年１２月５日から平成２７年１月４日まで行いました。その結果１１

件のご意見をいただきました。お寄せいただいたご意見と当該意見に対する富士見市の

考え方は下記のとおりです。 

 

パブリックコメント実施方法 

  ・募集期間      平成２６年１２月５日～平成２７年１月４日 

  ・告知方法      広報ふじみ  市役所ホームページ 

  ・意見提出方法    郵送、ファックス、電子メール、持参 

意見募集結果 

番号 意見概要 対応方針 市の考え方 

１ 第２条第３号・第４号 

「教育関係者」「子育て関連施設関係者」という

区分では、同じ年齢層の子どもを対象にしていて

役割も似ている各施設が、別々の条文で規律され

てしまうような気がします。 

幼稚園は、学校教育法上の「学校」ですから、

条例案の「教育関係者」となります。保育所は、「子

育て関連施設関係者」でしょう。認定こども園は、

教育と保育の機能を併せ持ちますから、「教育関係

者」かつ「子育て関連施設関係者」となります。

なお、児童館は「子育て関連施設」に分類される

かと思いますが、高校生まで対象です。 

原文のとお

りとします。 

 

第２条は、この条例で使

用する用語を定義する条文

です。この中で、第３号は

「教育」という観点から、

第４号は、「子育て」という

観点から関係者を定義して

います。 

なお、認定こども園は、

いずれにも当てはまるもの

と考えます。 

２ 第２条第８号 

市役所の「つきいち」や売店の「なんばった」

などでは少し目にしますが、実は交通の便の悪い

水谷東地区で地域の農産物を購入することは現実

的にかなり難しいです。 

○○酒店の隣の農家が安くて美味な野菜を直売

していますが、人気はあっても量が少ないので購

貴重なご意

見として承

ります。 

いただいたご意見は、行

動計画の策定の際、参考と

させていただきます。 



 

 

入にも限界があります。スーパーに行くと、野菜

などは外国産か北海道などの他県産で、運賃が加

算され鮮度も良くありません。 

地産地消推進のために、具体策として次の案を

提案します。 

〈案１〉既存スーパーに地産地消品コーナーを常

設する 

スーパーは地域住民との協力を志向していま

す。市役所から直接スーパー店長や本部にお願い

し、適正利益を取った上での販売を依頼する。農

家からの配送はシルバー人材センターなどに依頼

し、ビジネスとして展開する。 

「つきいち」を全市に「まいにち」とするという

考えです。 

〈案２〉移動販売事業 

シルバー人材センターの人などを活用し、市内

のルートを定期的にまわり、野菜や味噌などを販

売する。（既に宅配弁当などの会社もあるが、おそ

らくマージンがとても高いので、地産地消には向

かないと思われる。）個人商店の販売車が不定期に

まわってくるが、水谷東地区では助かるのでとて

も人気がある。（特に高齢者の世帯） 

豆腐なども売りにきていたが、販売員の高齢化

で今は途切れている。富士見市産の味噌を使いた

い人も多いが、入手ルートがなくて困っている人

が近所にかなりおられる。 

〈案３〉福祉喫茶兼地産地消の店舗の開設 

志木では福祉店舗兼喫茶店を運営して、リサイ

クルショップをやっている。農業の盛んな当市で

は、農作物の購入のできる福祉喫茶を作れば、買

い物と交流が同時にできて良い。できれば既存の

スーパーの協力も得て、開設運営ができないもの

か。 

３ 第３条第５号 

地域の食文化が観光の目玉になっている例は多

い。（例：秋田のキリタンポやハタハタなど） 

貴重なご意

見として承

ります。 

いただいたご意見は、行

動計画の策定の際、参考と

させていただきます。 



 

 

富士見市の歴史を振り返り、誇るべき食文化を

再発見し、これを産業としても育成できないもの

か。（地産地消の基盤の強化） 

〈案１〉縄文時代 

主食はドングリ（シイ、カシなどの実）やトチ、

クルミ、栗など。 

ドングリはデンプンが多く、クッキーにするこ

とができる。小麦粉を主として香り程度にドング

リ粉を入れた「縄文クッキー」を名産品に育てら

れないだろうか。（川越が三芳産のサツマイモを加

工して多様な製品にしており、クッキーなども人

気。川越とは材料は異なるが発想は学びたい。）子

どものおやつに活用できる。 

針ヶ谷は縄文時代から稲作の行われた土地であ

った。古代米の品種とドングリで大阪の「あわお

こし」のような風味の食品が開発できそうではあ

る。 

〈案２〉在来品種の再発見 

京野菜、江戸野菜などの在来品種が見直されて

おり、埼玉県でも大豆などが注目されている。今

スーパーで売られている品種の野菜の多くは、過

去３０年程の改良品種で伝統品種はほとんど入手

不可能である。 

富士見市はカブの生産が盛んだが、カブなどの

野菜の伝統品種に徹底したこだわりを持ち生産・

販売をすれば、付加価値の高くおいしい野菜によ

る食育が可能となる。（例：ダイコン→青首ダイコ

ン以前の品種、ニンジン→ゴボウのように長い品

種） 

〈案３〉未利用野菜 

栄養価が高いにも関わらず、利用されずに廃棄

されている野菜がある。利用促進を図りたいもの

である。 

例１ 大根の葉（ビタミンが豊富） 

   流通段階で切り落とされて運ばれる 

例２ サツマイモのつる（ビタミン・食物繊維） 



 

 

   高知・鹿児島では、つるの為に栽培する品

種も多い。 

例３ サトイモの茎（ビタミン・食物繊維） 

   水谷東の農家が時々売っているが、かなり

の人気。 

例４ ニンジンの葉（ビタミン・食物繊維) 

例５ 食用菊 

他にも多いが、今、食生活の欧風化によって大

腸ガンが増えているので、こうした未利用野菜は

商品としても可能性が高い。（ヒガンバナの根もア

ルカロイドの毒抜きをすれば、良質のデンプンに

なる） 

〈案４〉内陸水産業 

かつて自然が豊かであった頃、搔い取りでドジ

ョウ、フナ、ナマズなどがたくさん獲れた。古河

の甘露煮、吉川のナマズ料理など名産になってい

る。富士見市でも、内陸水産業によるタンパク質

の自給をめざしてはどうか。 

例１ フナ、コイ、ナマズなど（他市との差別化

が課題） 

例２ たにし（かつて農村には普通にいた貝） 

例３ アメリカザリガニ（イセエビと同じグルー 

プで、戦後に導入された。南部アメリカの料 

理「ガンボ」の材料。） 

〈案５〉畜産業 

最近の成功例はダチョウ農園である。（各地） 

肉、卵の生産とともに観光産業にもなっている。

他にも可能性はある。 

例１ ヤギ（沖縄では人気の料理） 

   市内の草地で飼育し、肉・乳の生産が可能。 

例２ ウサギ（元来食用） 

例３ 鳩（エジプトの人気料理） 

例４ クイ（南米の人気料理。モルモットの仲間） 

例５ 昆虫食（長野の特産） 

   カイコのサナギは女工の重要なタンパク源

であった。 



 

 

４ 第６条・第７条 

 「教育関係者」と「子育て関連施設関係者」を

分けない方が良いのではないでしょうか。よって、

条例案第２条３号と同条第４号については両号の

定義を「並びに」で結んで「教育・子育て関係者」

とし、６条と７条を以下のように一つにしてはど

うでしょうか。 

 ６条案（７条と統合） 

 教育・子育て関係者は、積極的に食育を推進す

るよう努めるとともに、他の者の行う食育の推進

に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

２ 教育・子育て関係者は、小学校就学前の子ど

もへの指導及びその保護者への支援にあっては、

食育の基礎を培うことの重要性を理解し、食に関

する指導内容及び体制の充実を図るものとする。 

３ 小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

は、教育活動全体を通じて食育の推進に努めるも

のとする。 

原文のとお

りとします。 

第６条は「教育」という

観点から、第７条は「子育

て」という観点からその関

係者の役割を示していま

す。 

 

５ 第１０条第２項 

条文中の「幅広い情報提供」は、「正確で幅広い

情報提供」としてはどうでしょうか。近年の社会

情勢では、産地の偽装や、健康に対する効能を過

度に強調する事例も話題になっています。地産地

消、農業の６次産業化の進む中、多様な供給者が、

特色ある農産物・商品を売り込もうとするあまり

うっかり…というケースも出てきかねないと思い

ます。 

原文のとお

りとします。 

 ご指摘の条文は、本条例

の制定目的に沿って、食品

関連事業者の持つ食に関す

る情報を幅広く積極的に提

供することを求めることに

重点を置いた規定となって

います。正確性とは異なる

観点からの表現をしたもの

です。 

６ 第１０条 

（１）児童の父母の食育教室 

ファーストフードで育っており、栄養バランス

の取れた食生活を自分達がしておらず、子供達の

食育の推進の阻害要因となっている。（あらゆるチ

ャンスをとらえ教育する必要がある） 

※女性では、スタイルを気にした過剰なダイエッ

トは大きな問題である。 

 

貴重なご意

見として承

ります。 

いただいたご意見は、行

動計画の策定の際、参考と

させていただきます。 



 

 

（２）高齢者の食育教育 

スーパーでできあいの食品を購入して済ませて

しまうことも多く、統計的には「栄養不良」の高

齢者も目立っている。また、味覚がにぶり、塩分

の濃い食品を摂る人も多い。 

高齢者に正しい食生活を学んでもらう機会とし

て、高齢者の有料給食サービスを学校給食センタ

ーを活用して提供できないだろうか。 

（３）小中高の児童の食育 

社会の貧富の格差拡大で貧困による欠食児童が

広がっている。 

ＮＨＫクローズアップ現代が９月に特集してい

たが、市内も調査すると貧困による「食生活の貧

困」が存在する。（具体的な例に接したことがある） 

ＮＨＫが豊島区の子供食堂のことを報じている

が、高齢者とあわせて食育の推進の場として、低

料金の「市民食堂」を各公民館や老人福祉センタ

ーなどに設けることが必要と思われる。 

状況が深刻な児童も実際にいるので、きちんと

調査し、福祉関係者と連携して子供の発育を支援

したいものです。 

７ 第１１条 

産学官連携に関する号を追加し、その取り組み

を強調してはどうでしょうか。「学」との関係で、

食育の分野では女子栄養大学、密接に関係する教

育・子育ての分野では淑徳大学との連携が進んで

います。また、「産」との関係では、例えば、従業

員食堂を活用した「社内マルシェ」による従業員

及びその子弟に対する食育活動、アミューズメン

ト施設や鉄道・バス会社とのイベントの共催など

が考えられます。 

１１条○号案 産学官連携による食育の推進に必

要な事項 

原文のとお

りとします。 

具体的な施策を推進する

中で検討していきます。 

８  第１２条 

「市長は、教育委員会が所管する事項については

総合教育会議にて協議・調整の上、行動計画を策

原文のとお

りとします。 

行動計画策定に当たって

は、教育委員会とも連携し

ていきます。 



 

 

定する」あるいは、「教委は、市長の策定した行動

計画を尊重して教委版行動計画を策定する」、とい

った規定を追加してはどうでしょうか。 

 なんらかの調整規定がないと、特に学校教育に

関する施策では、踏み込んだ計画が策定できない

ように思います（例えば、さいたま市の「地元シ

ェフによる学校給食」のようなもの。） 

９ その他 

 大学の学生団体やゼミ内の自主グループが市内

で食育活動に取り組みやすくするため、ピアザふ

じみ食育推進室や公民館等の使用料について、有

利に取り計らう以下のような規定を設けてはどう

でしょうか（各施設設置条例の使用料に関する規

定の特別法）。 

１ 当市と「連携協力に関する包括協定」を締結

した大学に所属する団体が、 

２ 食育に関する活動のため、 

３ 市内公民館等を利用する場合において、 

４ 当該大学の推薦を受けて利用の申請を行った

ときは、 

５ 使用料の算定上、「市内目的内団体」とみなす。 

農家・保育園保護者へのインタビューやレシピ

収集といった、その時点では公益目的の減免（例：

富士見市立地域公民館条例第１８条）を主張しに

くいクローズドな活動も、やがては広く市民を対

象にした食育の取り組みへの芽となるものです。

市内には大学の校舎はありませんので、学習・研

究活動の動線を市内に引き込む工夫が必要かと思

います。 

 また、大学窓口からのアナウンス効果も期待で

きます。ベットタウンに生産地域・大型商業施設

が近接し、高齢化も子育て世代の悩みも両方抱え

た、学術的にも面白い当市です。学生生活上の手

引きや学内ウェブサイトに協定を根拠にした当市

施設利用方法が掲載されることで、学習・研究対

象や地域との協働活動先として、当市が選択肢に

貴重なご意

見として承

ります。 

いただいたご意見につい

ては、それぞれの所管が今

後検討していきます。 



 

 

なっていくのではないでしょうか。 

 なお、大学が取りまとめて使用申請するのであ

れば、目まぐるしく構成員や代表者がかわる学生

団体の連絡先や、活動内容も把握しやすいと思い

ます。 

１０ その他 

食育の原点は「もったいない」精神ではないか

と思います。物を無駄にしない、食物の廃棄を少

なくする、農産物のＢ・Ｃ級品の有効活用、又、

食事を良く噛み、栄養吸収できるような教育及び

歯科による予防医療等々を含めた関連業種の横の

連絡網が大事だと考えられます。 

貴重なご意

見として承

ります。 

行動計画の策定の際、参

考とさせていただきます。 

１１ その他 

（日本経済新聞（１２月２０日付）の中沢弥子さ

んの記事から） 

１ 和食の原点は郷土食 

富士見市内に伝わる郷土食にはどんなものがあ

るのか、歴史的に文献調査すると共に聞き取り調

査を計画的に実施したい。調査は縄文時代から現

代まで徹底して行うべきでしょう。 

（ベニバナは健康茶であり、一種の郷土食） 

※明治大正時代は氷の生産も盛んでした。かき氷

も郷土食に。 

２ 調査の主体 

富士見市の産業振興課と教育委員会の共同とし

た方が良いでしょう。教育委員会は各資料館の学

芸員を核とし、市民学芸員有志にも協力を求める。

郷土食が身近なものとして食べられるようにする

ためには、食品工業の協力、流通の協力が欠かせ

ないので、産業振興課の参加が大切。 

３ 地域高齢者を労働力とした郷土食産業育成 

地方都市では郷土食生産を業務とする小規模な

食品産業が広く存在し、高齢者の雇用を行ってい

る。漬物などが多いが、小規模でも土産物などと

して喜ばれている例が多い。 

高齢者を単に福祉の対象とするのではなく、元

貴重なご意

見として承

ります。 

いただいたご意見は、行

動計画の策定の際、参考と

させていただきます。 



 

 

気な人には働いて納税をしてもらうようにすると

生きがいも生まれる。障害者の雇用にもつなげる

ことは可能。 

４ 郷土食レストランとしての福祉喫茶 

図書館の「ゆい」のメニューは、カレー、ピラ

フなど他のレストランと変わらない。メニューに

郷土食を取り入れると共に、市内の空き家を活用

した郷土食レストランを兼ねる福祉喫茶をつくり

市民に郷土食のおいしさを継続的に楽しんでもら

い、一定の市場を確保すると良い。 

 


